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彫明、 ilhi-1、ボ彩Illil，mil11il、押絵、

デッサン一一。 1'.111ほか1，~')+Iを舞台
に、数々のれ作を伐した美術の大家・

イi)!'l'i[J :.の作品をfAH1.• JlIJ: tj~ してあ
るのが、大'fj岳1)の「イi)ド的ミ美術

fii'りです。東京11'.4のイi)1:惚1:.1ま大

IEB午、 小児 1'.川敦子f会の J/;j~ lf~!論判
会に，:/tiMit なり、 !1~と 11日干iトI() {Iとまで

毎反1-.111に米て研究に師IJみまし t.:。
この!ill物は、 INU1;fx|111:航としてII{{

手1I..t5{1'まて干1))-Ijされました。イi)ド鶴
ブ美術町1・として附航したのは同(iO{('.。

「小1'，け'.lllf，{fj会のiilJ，'1: 100川 fド記

念:;Ol~~~ として、 '(u} :.の作品を '~l立に

公開し 文化玄-術の桜興t教ii.研
修の均を? との11(，~)で、ここをお仙
りするようになりました」 と、館長

〈再生紙を使用しています〉

の品iTílll ソ~ .ftliさんは川ります。

むtは，'xl，t::fií~であったため、改装
には約2，000Jj川をかけた tのこと 。

「夫術舶は、外の光はむしろ人らな

いjj:がL、ぃ。窓が多いため JYツ;して
いる!fliもー・J UI官111さん。また、米

航行・に14:、作品のほかにfJ!物につい

てらよく 1J.t1カ・れるそうです。

rアール ・ヌーヴォ -J tいう様

式のこの生l!物は、大 iI:I {ドの主tt策。卜.

比似~1~ りの I:，tや、，' 1 '， っ必りの少ない

Itr、内部;の独特の恐怖など、随所に

特徴が比られます。秋も深まるころ、

j凪1)てがは銀行1:が前色に色づき、人び

との心を千11ませてくれることでしょ

う。そしてここでは、卜'.111の地を愛し

た的ーの「心」が今 b'1:きて います。

企石井鶴三美術館
(旧市立図書館・大手町) • 
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、
上
田
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前
広
場

4
司

施
設
が
か
わ
る
そ
う
で
す
リ
!
の
小
仁
仲
特
設
し
ま
す
。

ロ
|
タ

が、

い
つ
か
ら
、
い
つ
ま
で
の
問
な
リ
1
は
下
分
は

E
制
政
な
ど
含
移
転

の
で
す
か
。

し
ま
す
が
、
仁
い
や
完

f
後
に
現
状
川

川

ν

復
す
る
こ

t
に
な
り
ま
す
。
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公
衆
ト
イ
レ
を
北
川
し
ま
し
た
。
身

体
附
刀
打
川
ト
イ
レ
も
、
』
の
場
所
に

あ
り
ま
す
。
ご
利
川
く
だ
ち
い
。

駐
輪
場

イ

ト

l
ヨ
l
カ
常
山
の
わ
午

前
一
部
分
の
駐
輪
場
が
、
工
い
や
の
た
め

恥
給
す
る
こ
と
が
、
て
き
ま
せ
ん
の
で
、

北
川
広
場
の
ロ
ー
タ
リ
ー
の
中
に
仮

設
の
恥
始
坊
を
ぷ
け
ま
す
。

以
愉
場
に
つ
い
て
は
、
市
川
広
場

に
3
0
0
台
以
存
で
き
る
場
所
を
川

ぶ
し
ま
し
た
。
介
代
市
本
州
側
の
焔
・十
一
駅
が

開
業
す
る
と
、
出
北
山
山
通
路
の
出

川
か
ら
の
駅
利
川
が
似
利
に
な
り
ま

す
の
で
、
雨
円
利
川
の
か
た
は
で
ち

る
だ
け
南
口
駐
輪
場
を
ご
利
附
く
だ

具、口い
。

駐
車
場

北

H
側
の
悦
巾
場
が
立
附

を
き
た
し
て
し
ま
い
ま
す
が
、
ド
削

υ

側
な
ど
川
辺
に
あ
る
駄

h

中
川
を
ご
利

北
陸
新
幹
線
も
皆
さ
ん

の
ご
協

h
に
よ
っ
て
、
い

よ
い
よ
し
仁
川
駅
却
の

.l引

が
始
ま
り
ま
す
。

新
竹
山
似
し
仁
川
駅
4.
け
は
、
人
F

の
ん
比
米

州
制
収
合
の
地
所
に
山
地
ぷ
さ
れ
、
ま
た
、

花
米
総
の
橋
上
駅
合
は
、
問
円
3
u

ωに
開
業
し
ま
す
。
新
幹
線
上
川
駅

舎
は
平
成
7
年
l
月
か
ら
、
駅
前
広

場
.
併
の
関
係
工
ギ
は
こ
の
日
円
か

ら
始
ま
り
、
新
幹
線
住
ぷ
仁
引
が
終

f
す
る
ま
で
の
問
、
比
れ
さ
人
に
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
h
H

e

お
側
い
し
ま
す
。

1
t
?
'
移
設
さ
れ
る
施
設
は
、

，F同守
主
に
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ

¥
a司
で
し
ょ
う
か
。

7
・

今
回
移
設
さ
れ
る
施
設

-
4
・
唱

は
、
駅
前
派
出
所
、
駅
前

ノ

公
衆
ト
イ
レ
、
凱
輪
場
、

批ぃ
巾
州
切
な
ど
で
す
。

駅
前
派
出
所
北
日
広
場
の
ロ

l
タ
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a
-
-
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駁総増車
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市の動き

川
く
だ
さ
い
。

こ
の
ほ
か
に
も
歩
道
の
.
却
が
変

わ
っ
た
り
、
.
ー
が
中
川
が
泌
行
し
た

り
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

よ
乃
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

、1
T
在
来
線
の
上
田
駅
は
ど

，F弘司
の
よ
う
に
な
る
の
で
し
ょ

「

d
a司

う
か
。

3

U
H
3
H
m
仁
伝
法
制

4
・
唱

し仁川
駅
が
脈
上
駅
に
な
り

ノ

ま
す
。
市
北
山
山
通
路
の

北
口
ま
た
は
市
け
か
ら
附
政
令
上
っ

て
、
附
卜
し
駅
で
切
符
を
防
人
し
、

こ

線
的
を
降
り
て
ホ

l
ム
に
山
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
L

仁
川
ぃ
父
一地

別
所
線
の
ご
利
川
も
同
様
で
す
。

、jg
駅
南
口
の
利
用
に
際
し

，Fh
て
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ

1
4

R

ば
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

4

従
来
柿
な
ど
を
利
川
さ

4
・
唱

れ
る
か
た
の
送
迎
の
際
も
、

ノ

で
き
る
だ
け
出
H
広
坊
を

F

l

i

p

-

-
3
 

こ
引
が

H
く
た
ち
レ
‘

化
米
線
的
L
L
駅
は
、
市
北
れ
山
一辿

路
の
市
川
か
・
り
も
近
い
こ
s
ζ

か
ら
、

市
刊
か
ら
利
用
さ
れ
る
か
た
は
、
市

川
広
場
の
恥
愉
均
や
恥
市
川
怖
を
ご
利

川
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

北口

4日…市民と市長の日(社会得役・環
境・保健微生)

ア臼…内沼団地建設工事安全祈願祭

(互訪日)
!日目・・・上回宙戦場八一フマラソン大
会 {畏野大学前スタート)

12日-北信種市長会(新潟県新発田

市、 -13臼)
13日…全国都市筒題会議(兵庫県姫
路市、 -14臼)/全国消防練法大
会(繍浜市)で、上田市消防団第
1分図が謬優勝

198..国道143号改良舗装期成問
盟会(東京)

208"上関市廃棄物処理審議会/県
道上室賀・坂械停事場線改良促進
期成同盟会(室賀牒)

21臼・・高飴者の生きがいと健康づく
り講演会(文化センター)

22日ーうえだ ・ピア・94(市民体育館

周辺、 -23日)/第18回米と牛乳
まつり(勤労者体育センター、~

23日)
25臼…秋和 ・締ノ木地区区画聾理事

業起工式(現地)
288..第E田市誌編さん刊行会

29日…・94うえだ女性フヱスティパル
(文化会館) r~到達の森J g傷事

業完成式{下組・猫山地籍)
31日…上田市農業委員会建議/縮跨
市議会=6ページ

上野方面

市民と市長の日
上りホーム

釈事務室
南
北
自
由
通
路

Fい合わっ

下りホーム

[>とき

12月2日樹午前9時~正午

[>ところ

市長室(市役所本庁舎3階}

[>テーマ

教育・文化 ・スポーツ

高速~通課 目

-誌)

橋上駅

-あらかじめ訪問時間と、懇

談の大まかな内容を、 11月30
日関までに秘書課(内線1112)
へお知らせください。

南口

16 11. 広報うえ定6.[3) 



情報

L二古式首t

お
年
寄
り
に
優
し
い

ま
ち
づ
く
り
へ

(
仮
題
)

1 1月27日(日)

山
政
の
沢
製
品

.mの
.
勺
で
あ
る
、
尚
齢
化
社
会
へ
の
付
出
。

上
川
山
の
い
仙
附
化
の
現
状
や
山
と
し
て
の
取
り
組
み
、
ま
た
い

き
い
き
と
し
た
お
年
寄
り
の
活
動
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ブ
ル
ガ
リ
ア
ン
・
ポ

リ
フ
ォ
ニ

l
公
演
会

••• 
南
市
の
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
し
て
絶

賛
さ
れ
て
い
る
、
カ
ル
テ
ッ
ト

・
ス

ラ
ベ
イ
そ
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

マ

と

き

ロ

日

3
H
ω
午
後
6
時

叩
分
間
州
場
、

7
時
間
泌

マ

と

こ

ろ

ぃ
山
民
会
館
大
ホ
ー
ル

マ

プ

ロ
グ

ラ
ム

ブ
ル
ガ
リ
ア
ン

・
ポ
リ
フ
ォ

ニ
1
の
珠
玉
の
名
曲
、
ブ
ル
ガ
リ
ア

民
族
楽
器
の
泌
奏
な
ど
マ
入
場
料

一
般
3
5
0
0
川
、
中
日
品
供

2
0

0
0
円
、
小
山
下
生
以
.
卜
1
0
0
0
円

な
!
日
券
は

5
0
0
川
明
し

}

マ

問
い
合
わ
せ
上
問
公
出
実
行
委
円
以

会
事
務
局
(
宮
@
2
5
7
3
樹
閥
、

@
9
4
7
8
は
た
、

@
5
5
9
4
関
)

第
ア
四
年
末
バ
ザ
ー

わ
っ
こ
お
祭
り
マ
ン
ボ

••• 
マ
と
き

ロ
月
4
日
間
午
前
日
時

l
午
後
2
時

マ

と

こ
ろ

川
辺
町

会
断
(
上
川
交
通
別
所
線
上
川
開
駅

ド
中
徒
歩
5
分

)

マ

内
容

委
託

品
販
売
(
シ
ク
ラ
メ
ン
な
ど
て
模
擬

庖
(
と
ん
汁
、
す
い
と
ん
、
ヤ
キ
ソ

パ
、
綿
あ
め
、
も
ち
つ
き
な
ど
て
リ

サ
イ
ク
ル
品
コ
ー
ナ
ー
、
わ

っ
こ
製

品
版
光
、

フ
リ
!
マ
ー
ケ
ッ
ト
(
山
町

を
募
集
し
て
い
ま
す
)
、
野
菜
市
、
各

福
祉
施
設
の
出
臨
な
ど
を
予
定
。
マ

問
い
合
わ
せ

共
働
作
業
所
わ
プ

』

(宮
@
3
9
3
0
)
、
ふ
れ
あ
い
シ
ヨ

E闇踊官民遭儲自国・岨

っ
プ
わ
っ
・
』
u
m
(
宮
@
1
4
7
4
)

「
人
権
週
間
」
特
設
相

談
所
を
開
設
し
ま
す

---
U
川
4
U
川
か
ら
問
刊
日

ωま
で

「
人
椛
辿
川
」
で
す
。
長
野
地
方
法

務
向
上
回
支
局
と
上
川
人
権
擁
護
委

員
協
議
会
で
は
、
次
の

t
-必
り
増
設

相
談
所
を
開
設
(
無
料
)
し
ま
す
。

マ

相

談

内

容

相
続
、
七
地、

同

和
川
組
、
結
婚
、
い
じ
め
、
体
制
な

ど
の
相
談
マ
問
い
合
わ
せ

生
前

環
境
課
(
内
線

1
3
8
8
}

-人権相談所日程

月日 4z3x ‘ 唱島

月12 転作促進研修
センター(中野)

6 
川西社会福継

関日
センタ ー

月12 市役所南庁舎 l

5階会駿室

品 上野が丘公民館

~?~時間はいずれも

午前10時~午後 3時
上室賀にオープンした福抵のtl合施設

持
立
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

マ
よ
周
商
工
信
用
組
合
機
以
い
す

初
計

マ
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
上
回
検

教
育
周
作
業
台

1
台
、
角
い
す

1
脚

教
育
相
談
所
備
品
'
と
し
て

マ
=
一
井
ホ
l
ム
ハ
ウ
ジ
ン
グ
パ

ー
ト

ナ
ー
長
野
中
央
ホ

l
ム
棚
機

・
林
あ

み
も
の
学
校
練

5
万
4
3
3
4
円

交
通
災
市
u
遺
児
へ

マ
匿
名

錦

鯉

印

匹

上

回

峨

跡

公

鴎
の
椀
へ
欽
流

マ
匿
名

7
3
1
4円
社

会

初

祉

必
金
的
包
令
と
し
て

マ
小
弁
企
昭
二
機
〈
下
川
以
川
柳
町
)

れ
波
枇
界
児
必
文
学
総
4
t
却

附

北

小
学
校
文
郎
へ

マ
平
田
和
美
様
(
福
岡
県
粕
島
町
)

山
本
拠
作
絵
画

1
点

山

本

鼎

記

念

館
に
展
示

マ
中
塩
図
小
学
校

P
T
A
機

バ

イ

ク

1
台

市

-
U凶
小
予
防
悦
へ

マ
山
本
真
之
助
機
・
山
本
に
は
機

(
東
京
都
世
間
谷
区
)
刀

・
脇
指

l
組

時

物

館

に

展
示

・
保
存

マ
千
石
綜
合
観
光
梯

様

幻

万

5
0

0
0
0円
社
会
福
祉
法
令
紛
包
金

t
し
て

マ
千
石
綜
合
観
光
綿
織
阿
川
券

交
通
災
宮
遺
児
へ

マ
故
伊
倉
辰
野
様
(
海
野
町
)
1

0
0万
円
社
会
福
校
基
金
積
立
金

と
し
て

マ
尾
海
千
血
管
機
(
烈
M
庁

)
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• 
下町で 8月に募集した

交通安全運動ポスター

の入選者が次のとおり

;央まりました。

「
家
庭
用
計
量
器
」
の

無
料
精
度
診
断
実
施

••• 
日
川

1
H
は
外
川
坑
記
念
日
で
す
。

い
ま
ま
で
は

6
日

7
円
で
し
た
が
、

昨
年
日
日

I
H
に
新
し
い
計
批
法
が

施
行
さ
れ
た
こ

t
に
よ
り
、
今
年
か

ら
変
更
さ
れ
た
も
の
で
す
。

市
で
は
句
」
の
記
念
日
に
ち
な
ん
て
、

わ
た
し
た
ち
の
身
近
な
計
弦
器

t
し

て
使
用
さ
れ
て
い
る
、
体
温
計
、
血

圧
計
、
ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
、
キ
ッ
チ

ン
ス
ケ
ー
ル
の
無
料
精
度
診
断
を
行

い
ま
す
。

正
し
い
計
H

単
語
守
安
心
し

て
使
え
る
よ
う
、
こ
の
機
会
に
診
断

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

(
な
お
、

一
部

診

断
の
で
き
な
い
デ
ジ
タ
ル
式
血
圧
計

も
あ
り
ま
す
)

マ
問
い
合
わ
せ

4
0
3
)
 

商
工
諜
(
内
線
I

-無料精度鯵断日程表

月 日 azaz b 場

11月四日(月)市役所計量検査委

11月29日閃 市役所計量検査室

12月1日附 市役所計血検査室

12月2日樹 市役所計量検査室

成
人
式
案
内
状
送
付

市
外
の
人
は
連
絡
を 十時間は午前 911寺~正午、午後 1

時-311寺です。

計量検査当Eは、市役所西庁舎 1
階です。

••• 
市
、
て
は
、
毎
年
1
月
四
日
仁
成
人

式
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
昭
和
ぬ
年

4
月

2
日
か
ら
昭
和
印
年
』
月
1
れ

ま
で
に
乍
ま
れ
、
上
川
市
に
住
民
登

録
し
て
い
る
か
た
に
は
、
年
内
に
案

内

状
を
川
崎
り
ま
す
が
、
上
田
市
外
に

賞

賞

秀

秀

'

M

(
中
塩
田
小
学
校

6
年

)

(

中

塩

田

小

学

校

4
年
)

優

-

b小
山
賢
こ
さ
ん

-

b山
口
奈
保
美
さ
ん

(
塩
田
中
学
校

2
年
)

hv
小
山
和
宏
さ
ん

住
民
登
録
を
し
て
い
る
学
生
な
ど
で
、

家
族
が
上
同
市
に
住
み
、

成
人
式
に

・
出
席
を
希
望
す
る
場
合
は
、
ロ
月
刊

日
働
ま
で
に
青
少
年
課

(
内
線

5

1

3
2
)
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

用
途
地
域
指
定
替
-
え

説
明
会
を
開
き
ま
す

••• 
線マり
l問説ぷ
5 い lりj案
2 合 会に
4 わ をつ
) せ 災い

施て
行11し
J!j ま次
ifl'すの
IIJil 0 H 
，j~~ .f'E 

内よ

-説明会日程表

3器対象地域については、決まっていませんので、

都合の良い会場にお出かけください。

泳駐車場が狭いので、車での来場はご遠慮くだ

さい。

月 日 azez ・- 場 時 間

11月22日開 西部公民館 午後7時~

11月24日開 械南公民館 午後7時~

11月25日樹 中央公民館 午後7時-1
11月29日閃 市民会館会議室 午後7時~

-佳作

b石巻愛里菜さん

(豊殿小学校5年)

l>樋口恵さん

(JII西小学校 6年)

l>佐藤敬さん

(塩尻小学校6年)

l>西国謙介さん

(第六中学校2年)

2
0
〈
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
」
の
入
選
者
、
か
決
ま
り
ま
し
た

額
1
点
神
川
地
区
公
民
館
へ

マ
掛
丸
山
商
唐
織
ド

ッ
ジ
ボ
ー
ル

2
5
2
M
m

市
内
小
学
校
全
ク
ラ
ス

マ
ユ

1
ア
ー
ル
測
量
設
計
様
(
小
議

市
)

2

万
円
社
会
福
祉
基
金
綴

立
金
と
し
て

マ
上
島
利
子
様
(
下
常
悶
)
点
字

問

5
9冊
点
字
凶
作
H
H
館
へ

マ
匿
名
エ
ア
!
ハ
ッ
ト

一
式

市

船
宿
福
祉
に

マ
故
小
坂
井
千
代
子
織
(
御
所
)

M

必
絡
み
脱
後
機
、
府
箕
、
側
各
1
山…

時
以
材
と
し
て
ω
以
下
小
川
許
校
へ

マ
杉
原
カ
雄
機
(
千
依
点
以
机
市
)

2
0
0
0
円
社
会
栃
祉
法
令
・州
制
収

4
4
と
し
て

マ
船
上
回
小
県
歯
科
医
師
会
織
的

ブ
ラ
シ

8
0
0
本
健
康
づ
く
り
市

民
の
つ
ど
い
健
康
数
本

.mに

マ
藤
沢
清
助
機
(
福
田
}
絵
幽
額

縁
各

1
占…

マ
上
図
書
来
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
機

古
都
幻
冊
市
内
小
学
校
と
教
育
相

談
所
に

マ
三
菱
銀
行
社
会
貢
献
室
様
(
東
京

都
千
代
間
区
)
石
油
峻
係
機
1
台、

コ
ピ

l
機

1
台
母
子
寮
へ

盲
人
福
祉
の
向
上
に

石
井
さ
ん
が
ご
寄
付

こ
の
ほ

E
、
版
科
医
の
石
井
光

一

さ
ん
(
大
予
町
)
か
ら
『
点
訳
継
仕

活
動
等
石
ル
w係
金
」
に

1
5
0
万
問

を
ご
1
4
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ニ
れ
に
よ
り
、
同
法
金
の
総
額
は

5
0
0
0
万
円
と
な
り
ま
す
・
市
は
、

・
』
の
基
金
の
利
子

hZH人
福
祉
向
上

の
た
め
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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上
回
商
工
会
議
所
で

な
ん
で
も
無
料
相
談

••• 
上
回
商

i
会
議
所
、
て
は
、
第
川
州

「
な
ん
で
も
無
料
相
誠
」
を
開
慌
し

ま
す
。
ふ
だ
ん
抱
え
て
い
る
絞
れ
し

の
悩
み
な

E
を
外
専
門
京
が
相
品
に

あ
た
り
ま
す
。

法
律
や
年
金
な

E
、
.
般
の
脅
さ

ん
も
ご
利
用
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ

り
ま
す
の
で
、
お
れ
粍
に
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

マ

と

き

は

川

l
u
w午
前
川
時

か
ら
午
後
4
時
加
分
ま
で
マ
と
ニ

ろ

上
山
商
工
会
議
所

(
5
断
大
ホ

1'4 ~デノ{ート

?社上全 ~'lらμ'
{ 宮 f去;- 2訂却{り}氾25引} 談

行政相

律相
( J冷(JililJ1 

と心配

:去

5炎律相

(予約;!jlll

法

ー
ル
)
マ
相
談
内
容
全
日
制
、
脱

務
、
法
律
、
特
持
、
労
的
、
年
令
、

不
動
産
、
経
常
、
健
康
な
ど
マ
相

談
料

無

料

マ

問

い
合
わ
せ

卜

川
市
仁
会
議
所
(
古
品一
一1
5
0
0
)

「間
伐
」
で
健
全
な
緑

を
作
り
ま
し
ょ
う
/

••• 現
在
、
間
伐
推
進
強
調
月
間
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
川
伐
ぞ
行
・
フ

t
、

さ
ま
ざ
ま
な
病
心
白
血
に
強
い
健
全
な

本
が
行
+
句
、
森
林
が
供
ま
れ
か
わ
り

ま
す
。
将
米
に
緑
の
資
点
を
践
す
た

め
に
川
代
金
進
め
ま
し
ょ
・
7
。
ま
た
、

Ll IIJ(~J 1:会。;ル'1;

(古色 130())
保険年金相談

子

談

3炎

談

相

相

相て

重

子

脊

母

児

間
伐
に
は
い
ろ
い
ろ
な
般
肋
も
そ
け

ら
れ
ま
す

J

マ
問
い
合
わ
せ

よ
山
市
森
林
組
合

(
内
線
1
4
5
9
)
、
農
林
諜
(
内
線

1
1
5
7
)
、
上
小
地
万
事
務
所
林
崎

A
(
官
邸
】7
1
3
8
)

豆区制
圃~ムj心

圃且

臨
時
市
議
会
が
叩
月
引
日
に

聞
か
れ
、
上
田
市
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
情
報
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
と

同
セ
ン
タ
ー
シ
ス
テ
ム
工
事
の

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
審

議

8
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
川
月

9
日
に
起

き
た
モ
ー
ビ
ル
石
油
上
回
油
槽

所
(
下
塩
尻
)
火
災
に
よ
る
災

害
対
策
事
業
費
と
し
て
、

6
1

1
万
円
の
補
正
が
承
認

8
れ
ま

し
た
。
な
お
、
こ
れ
に
よ
り
補

正
後
の

一
般
会
計
予
算
の
総
額

は、

3
9
9
億

4
0
5
0
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

9 ~ 
入品
カ宮
崎
n 
の

六受
ミ章

将来に縁の資産を残しましょう

政
府
は
、
予
成
6
作
秋
の
叙
勲
そ

れ
れ
{
川
川
3
け
付
け

)
t従
が
そ

れ
い
打
(
川
2

U
付
け
}
を
花
い
い
ぶ
し
ま

し
た
。
L

仁
川
市
で
は

9
人
が
附
れ
の

そ
市
仁
科
き
ま
し
た
。
(
倣
称
略
}

.
勲
三
等
旭
日
中
綬
章

マ
一
志
淑
夫
{
叩
・
材
木
町
)
い
州

大
中
的
作
め
い
代
、

H
K
野
.L来
い
け
川
咋
叩

門
乍
仙
川
u
h
汗
叙
段
、
必
同
山
下
校
長

-
勲
四
等
旭
日
小
綬
章

一

マ
永
野
裕
資
{
花

・
中
之
条
)
元
ト
し

一

・
蜘
四
等
端
宝
章

日

マ
宮
下
守
人
{
口
・
作
時
}
広
日
ふ

泣
い
芯
川
公
打
点
以
屯
，
d
吊
け
従
内

圃
勲
五
等
双
光
旭
日
章

マ
上
野
甲
子

(
刊

・
上
常
川
)
一
応
上

小
地
成
広
域
行
政
悦
務
純
介
消
防
肢

マ
閲
兵
馬
(
刊
・
艇
と
ト
ホ
)
ぺ
長
野

仁
淀
刈
咋
叩
門
学
枝
市
け
は
刊
部
H
K

-
勲
七
等
音
色
桐
葉
章

マ
金
田
福
男

(η
・
ド
行
木
)
広
川
対

空
会
H

怖

マ
竹
内
行
雄
(
邸
・
小
泉
)
必
郵
政

・
動
七
等
端
主
意

マ
興
津
武
喜
{
花
・
北
.
大
神
町
)
・
バ

日
本
専
売
公
社
職
け
は

-
藍
綬
褒
章

マ
鴇
沢
守

(ω
・
ド
川
原
柳
町
)
似• 

16'oooo---'o'htsoa--''hL 
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件数597件(+13)/死者4(ー1)/負傷者734(-12)

< 10月末現在 ( )内は昨年比〉上田市の交通事故発生状況



1.人件費の状況(普通会計決算) 2. H議員給与費の状況(一般会計予算)

(;主)1.議員手当には遮臓手当者量含みません'. 2.給与費は当初予算に計上された額です。

3.織員の平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況{持続18腕}

4.織員の初任給の状況(6年4月1日現在) 5.職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況(鉾4111日現在)

6.一般行政臓の級別殿員数の状況 (6年4丹市現在)

F一「ー-閣E の級
1 級 E 級 3 級 4 級 5 級 6 級 7 級 8 級 9 級 10 級 11 級 針

事邑 1 級 E 級 3 級 4 級 5 級 8 級 7 級 8 級 9 級 10級

上主鮫的高 高度の知 1.限度補 1.諜~

よ
度の知織 織経敏を 佐 2.複線銅

IJI司自的な 主 111 経験巷必 必要とす 係畏 2.1盟諸国 艇な業務 llt書因賂 復錐国際

..務内容
婆とする る禦務を 主任 魁な寮務 を行う錬 '"重量務を 部畏 な築務を

回 妓舗 築務者行 行う主Ijl 主査 を行う係 度補佐 行う課喪 行う錫畏
う主81. -妓歯 a ・ ~奮

市 筏締

.貝;~ 15人 46人 135人 105人 152人 134人 53人 10人 4人 1人 655人

偶成比 2.3% 7，0% 20.6% 16，0%  23，296 E目。5% 8.196 1.596 0.696 0.296 100% 

三~輔の畑出 2.396 6.796 20，196 13.8% 28.296 17.396 8.496 1.596 1.296 0.596 100% 

(注)1.上回市の給与条例に基づくお科褒の級ZlJの膿興践です.2積場的な施務内容とは、それぞれの級にui当する代表的な機各です。

7.総員手当の状況

z分 よ 自 市 畏 野 県

(6年度支鎗割合} (6年度支給制合}

期 ~末手当 量由勉手当 期末手当 動勉手当
末 月分 月分 月分 月分
手
当 B月鰯 1.6 0.6 6月紛 1.6 0.6 

12月賜 2.0 0.6 12月期 2，0 0.6 
動 3月期 0.5 一 3月賦 0.5 
勉

手
ます 4.1 1.2 針 4.1 1.2 

当 .. 用Jよ:の段筒、議務の
有

駿耳目j上の段階、震務の
有

級等による加算俗置 級有事による加算l歯置

{支給率)自己都合 勧奨 ・定年 (支絡事}自己都合 勧奨 ・定年

iIJ 月分 月分 月分 月分

断続20年 21.0 28.875 勧統20年 21.0 28.875 
臓 勤続25年 33.75 44.55 勤続25年 33.75 44.55 

IJJ続3511' 47，5 62，7 勘繰35年 47，5 回.7

手
鰻高限度額 8日o 62，7 .高限度額 60.0 62.7 

そnoのm他lliの置)符例信料月額制度 その他の)符別館料月額貯股

当
加算治省

遺特別続昇給時)原則1号俸 退源開)原則1綿
特別界給

支給総額

積員 l人当たり支給年額
嶋崎外勤続手当

支給総額

続JIll人当たり支給年額

区分 内 容

記 偶 者 16.日日日用

妖負手当
配偶者以外の妖襲銀族E人まで

悶
それぞれ 5.5∞円

その他の伝鍵J~1 人につき 1.ω0円

借家叉はIIil嗣に居住し、一定額を超える

住居手当 家賃等を支払っている臓員及ひ自宅居住処 同
"に支給されます。

国

(6年度支総割合)

期宋手当 量b勉手当

月分 月分

日月期 1.6 0，6 
12月1m 2.1 目。6
3月燭 0，5 

It d.l 1.2 
暗闇j上の段館、続務の

有
級等による加算1昔醤

(支給率}自己都合

月分

勧銀2011' 21.0 28.875 
勧銀25年 33.75 44.55 
勤続35年 47.5 62.7 
111高限度額 60.0 62，7 

加その野他j昔の温)，特例侮鎗月額制度

温臓跨)原則 1号俸
特別界浴

1 22.244千円

131 千円

129.448千円

13日干円

(6-'手d月181克夜): 

国のlIiIJIllと異なるI喝容

通勤のために突通機鈎等を利用してその 3<適用臭事j用者の飯高支鎗娘度額
d重量Z手 当 連縄等を負t宣することを常例とする服員に 異

支給されます. 16.280月{国20，900円}

(7 ] 広報うえだ6. 11. 16 

， 
r ， 

J ， ， 
g ， ， 

e 

， ， 

区 分 金賞樋

総賞金体に占める
A6.2% 手当支給司IlJlのJiJ合

特 支結E普段11寅 I人
型車 当たり平均支踏ま手蹟

45.685円

z 手当の醐(手掛} 27i1 

書語笠後遺筏!術手当、行

支総額の多い手当 B時死病人取級作業手当、

溜段作簾従事手当

多くの臓員に支給
給食作鍵従事i手当、市

税事務従軍手当、しん
され ている手当

かい処理作築後旗手当

8.昇給期間短縮の状況

区 分 合計
一般 妓能

行政続 労務奇麗

捻貫録
関l人 655人 176人

5 
(A) 

語通算鎗期潤(12-
年 24Fllを短縮して界 39人 30人 日人

給した騒興銀 (8)
度

比 率
4.796 4.696 5，196 

(8)/(A) 



あいか

・上原愛加ちゃん
(11か月・下之条)

r音楽に合わせて、体毛E動
かすようになりました』と

母の望書迂さん。

保健 診tlT
保健予防課(内線 1374)

.12月の乳幼児健康診査

b受付時間 L、ずれも午後 111午-211年 t>持ち物

母子健康手帳、パスタオル(-1・JOかJI兇)、体[ブラ己

( 1 歳 6かJ1兇)0 I I議6かJ1 児は、 ，h";ちゃん手帳の"1
にある健康診ftだに花人してお持ちくださいコ 3哉児

11.健康診ずt摂と悦聴党検査のアンケートをお送りしま

すので、ご記入のうえお持ちくださ L、。 また、!ぷ検六

のスポイ 卜もお持ちくださ L、。

・保健センター (市役所南庁舎2階)

健 事a会7 実施日 生 年 月 日

J j 
12円13日 (). i. 16-i. :~ l 

カ・
1211 20 r 1 8. 1-8. lS 

10 n 
12JJ 6 rI 1. 16-1. 31 ヵ，
12JI21fl 2. }- 2. 15 

l歳1)か月
1ZrJ 2 H 3 5. 16-5. 31 

12 Ij 19口 !) 下 1-6. 15 

3 i:& 
12JI12fl :3. 11. 1-11. 1:> 

12 J 12611 3. 1 1. 1 () -11. 30 

-塩田母子健康センター(塩田地区)

か 11! ._~___.! O. i.W-8.1:l 
! 12n22r1 ! 10 か II ! --. _-.. ! 

3 歳 I12 1 1 5 11 I 3. 1 0 . 1 -11. 30 

・川西社会福祉センター(川西地区)

i か JI

I() か JI

1歳 GかII

12J 1 111J 

:) 

7. 16-8. 1!) 

仁川-2. 15 

:). 11) - ti. 15 

-ポリオ生ワクチン投与(2回目)

対象などについては、 9JI16111-1"け 「広報うえfごJ

をご覧くださ L、。11年間は科会場とも午後 111、r30分から

2 r時30分まで.です。 1["nlllと2111111の1:111;，¥占は 6細川l以

i二あけて交けてく fごさい。

c>注意事項 ① f防接純法の改正により、rf料品は会

場で測定する」ことになりましたので、 l昨r.1Iに余裕を

持っておn'lかけください。② 卜.州jをしている幼山は受

けられません。CD子市j昆令子Il)nlH直後は 1週11¥1、麻し

ん t長干を後;は l カ・ JI が過~..ないと、ホリオのl:t'j-/.i'乏け

られませんので雌認をしてください。 2駐車場が~')とい

ため、 l!{での ~U誌はご述聴ください。

-ポリオ(小児ま ひ)予防接種 目程表

会 渇 名
実施自

(2回目)
対 象 地 区

東郷(鎗入・娘町・上常国・中常国・下

常国・北鰐田・材木町・常入}

保健センター 酋節{下紺展町・鎌原・西脇・新町.00

11月25日告白 訪部・笠E撃・常聖書減・緑が丘・新鹿・線

が丘北・織が丘西・城1じ)

担富田母子健康センター 海図

上野が丘公民館 争申科 ・鑓殿

川西社会福tItセンター
11月29目別

川商

縛川地区公民館 縛JlI

爾Bs(雨天縛町・泉平・1じ天字申町 ・松

尾町・鷹匠町・本町・末広町・大手町)

中央(償問・海野町・原町・袋町・馬場S

保健センター
町・田町・丸沼町・木町・北大手)

北都(上川原初町・下川原柳町・愛宕
11月30日泌 IBJ.上鍛冶町・鍛冶町・よ紺屋町・上房

山・下車事山 '~IBJ'新田 ・山口)

沼尻{秋和・よ泡尻・下趨尻)

川辺町会館 川辺 .m図

二 好町会館 減下

-献血にご協力を/

-神畑公民館 t>と き lHI 2211 (刈午後]吋:30分-:~ 

1I，!j:30分( '.1を|蹴1(ll)

・上田合同庁舎 t>とき 11川3011(/)¥)'I二，iiilOIl，!j:-11:午、

午後 111年-311キ:~O分 t>注意事項成分i肱r(llて.すので以降、

・I~前仁1-.1 11 f~~随所(n@、1260)( こ f約をしてください。

世界工イズデー

一人ひとりが

エイズ!こ関l山を

もちましよう

広報うえだ6.11. 16 [8] 
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